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科
学
技
術
社
会
と
自
律
社
会
の
理
念
の
矛
盾

　
科
学
技
術
の
発
展
な
し
に
、
も
は
や
人
類
の
文
明
社
会
の
維

持
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
事
実
に
は
、
誰
し
も
異
存
は
な
い

だ
ろ
う
。
20
世
紀
の
先
端
的
な
科
学
技
術
は
、
専
門
家
や
専
門

的
な
体
制
へ
の
知
識
の
集
中
の
下
で
、
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
科
学
技
術
に
お
い
て
、
訓
練
さ
れ
た
専
門
家
に
依
存

す
る
こ
の
体
制
の
基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

変
わ
り
よ
う
が
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
、
高
度
な
専
門
知
識
を
持
っ
た
専
門
家
の
「
専
門

知
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
科
学
技
術
社
会
の
像
は
、
自
律
社

会
が
理
念
と
す
る
民
主
的
な
参
加
型
社
会
と
根
本
的
に
相
矛
盾

す
る
面
を
持
っ
て
い
る
。
自
律
社
会
で
は
、
様
々
な
知
識
の

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
が
進
み
、
人
々
は
外
部
か
ら
知
識
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
自
己
決
定
を
行
う
と
い
う
理
念
モ
デ
ル
が
標

榜
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
と
科
学
技
術
に
関
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
理
念
の
実
現
に
は
困
難
が
伴
う
。
先
端
的
か
つ
細

分
化
さ
れ
た
科
学
技
術
の
知
識
は
、
専
門
外
の
人
間
に
は
理
解

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
。
科
学
技
術
に
関
し
て
は
、
専
門
家
と

一
般
市
民
と
の
間
の
「
情
報
の
非
対
称
性
」
の
解
消
が
、
他
の

様
々
な
分
野
に
比
べ
て
最
も
遅
れ
る
か
、
あ
る
い
は
逆
に
、
非

対
称
性
が
今
後
も
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
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こ
の
問
題
は
、「
知
の
大
衆
化
」
と
「
知
の
偏
在
化
」
を
め
ぐ

る
矛
盾
点
と
し
て
、
早
く
か
ら
「
知
識
社
会
」
を
め
ぐ
る
議
論

の
中
で
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
科
学
技
術
と
自
律
社
会
を
結
び

つ
け
る
に
は
、「
知
識
社
会
」と
い
う
、
古
く
て
新
し
い
社
会
ビ

ジ
ョ
ン
を
再
考
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

知
識
社
会
と
は
何
か

　
知
識
社
会
も
ま
た
、
ポ
ス
ト
工
業
社
会
の
未
来
像
と
い
う
意

味
で
、
自
律
社
会
と
近
し
い
考
え
方
に
も
と
づ
く
社
会
ビ
ジ
ョ

ン
で
あ
る
。
自
律
社
会
が
、
文
明
社
会
の
あ
り
方
を
、
人
間
中

心
主
義
的
な
社
会
規
範
、
行
動
規
範
の
側
面
か
ら
議
論
し
よ
う

と
す
る
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
知
識
社
会
の
議

論
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
知
識
経
済
化
」
の
面
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
、
20
世
紀
の
工
業
社
会
に
替
わ
る
新
た
な
生
産
体
制

や
経
済
体
制
と
は
何
か
、
物
的
な
生
産
性
か
ら
知
的
生
産
性
へ

の
変
革
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
議
論
さ

れ
て
き
た
。

　
し
か
し
本
来
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
言
を
借
り
れ
ば
、「
知
識
経
済

化
の
フ
ェ
ー
ズ
の
次
に
、
本
格
的
な
知
識
社
会
が
や
っ
て
来

る
」
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
自
律
社
会
と
同
じ
よ
う
に
、
知
識

社
会
に
お
け
る
新
た
な
社
会
規
範
に
つ
い
て
の
議
論
が
よ
り
重

要
と
な
る
。
そ
の
一
部
を
な
す
も
の
と
し
て
、
工
業
社
会
に
お

け
る
人
々
の
行
動
規
範
に
取
っ
て
か
わ
る
、
ポ
ス
ト
工
業
社
会

の
新
し
い
専
門
能
力
や
働
き
方
、
組
織
体
制
、
分
業
体
制
、
協

働
体
制
、
さ
ら
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
科
学
技
術
の
あ
り
方

と
い
っ
た
、
次
世
代
の
成
長
の
原
動
力
と
な
り
う
る
具
体
的
な

社
会
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
議
論
さ
れ
て
き
た
。

「
知
」の
偏
重
に
よ
る
近
代
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　
近
代
の
知
識
と
社
会
に
関
す
る
議
論
の
源
流
は
、
カ
ー
ル
・

マ
ン
ハ
イ
ム
ら
に
よ
っ
て
20
世
紀
初
頭
に
展
開
さ
れ
た
「
知
識

社
会
学
」
に
ま
で
遡
る
。
マ
ン
ハ
イ
ム
は
、
20
世
紀
社
会
が
必

然
的
に
孕
ま
ざ
る
を
え
な
い
知
識
社
会
化
現
象
の
問
題
点
を
い

ち
早
く
指
摘
し
た
。

　
マ
ン
ハ
イ
ム
は
、一
方
で
、
主
知
主
義（
知
性
、
理
性
、
悟
性

と
い
っ
た
「
知
」
の
側
面
を
、
感
情
や
意
志
よ
り
も
上
位
に
据

え
る
見
方
）
的
な
教
育
傾
向
に
よ
り
人
間
本
来
の
知
的
創
造
性

が
退
行
し
、
他
方
で
、
知
識
人
層
の
分
散
化
と
流
動
化
に
よ
り

社
会
に
お
け
る
知
性
そ
の
も
の
が
退
行
す
る
と
い
う
、
２
つ
の

問
題
点
に
つ
い
て
危
惧
し
て
い
る
。

　
事
実
、
近
代
社
会
で
は
、
書
物
や
教
科
書
に
依
存
す
る
座
学

教
育
へ
の
偏
重
が
進
み
、
経
験
的
知
識
や
暗
黙
的
知
識
は
軽
視
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さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
マ
ン
ハ
イ
ム
が
20
世
紀
初
頭
に
提
起

し
た
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
、
戦
後
の
ポ
ス
ト
工
業
社
会

論
、
知
識
社
会
論
の
展
開
に
お
い
て
も
綿
々
と
引
き
継
が
れ
て

き
た
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、
主
知
主
義
へ
の
偏
重
に
絶
え
ず
警
鐘

を
鳴
ら
し
、
知
識
社
会
に
お
け
る
知
覚
や
身
体
性
の
重
要
性
を

唱
え
て
き
た
。

《
教
育
は
よ
り
多
く
の
知
識
を
与
え
る
が
、
英
知
を
与
え
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
日
、
知
識
の
あ
る

者
が
自
分
の
責
任
を
自
覚
し
て
い
な
く
と
も
驚
く
に
は
あ
た

ら
な
い
》（
Ｐ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
の
条
件
』、
第
14
章
、

２
０
０
５
、
原
著
１
９
６
９
）

　
一
方
、
マ
ン
ハ
イ
ム
が
言
及
し
た
も
う
一
つ
の
危
惧
、
人
間

の
知
性
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
反
主
知
主
義
は
、
独
裁
主
義
や

全
体
主
義
を
招
き
か
ね
な
い
危
険
性
を
孕
む
。
人
々
が
、
な
ん

ら
の
社
会
的
差
別
も
束
縛
も
受
け
ず
、
自
由
平
等
に
教
育
機
会

や
労
働
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
は
、
知
の
極

端
な
大
衆
化
が
進
む
が
ゆ
え
に
、
例
え
ば
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
の

下
で
、
世
論
形
成
に
お
い
て
次
第
に
大
衆
の
集
団
思
考
が
組
織

化
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
、
目
に
見
え
な
い
反
主
知
主
義
の
進
行

が
あ
る
。
し
か
し
、
工
業
化
社
会
に
お
い
て
、
知
の
大
衆
化
と

エ
リ
ー
ト
層
の
解
体
が
、
必
然
的
な
傾
向
と
し
て
あ
る
こ
と

は
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
も
指
摘
し
て
い
る
。

《
も
と
も
と
わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
に
つ
い
て
エ
リ
ー
ト
教
育

と
大
衆
教
育
と
い
う
２
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
っ
て
い
た
。

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
教
育
に
分
け
て
考
え
て

い
た
。
し
か
し
、
も
は
や
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
中
略
）（
エ
リ
ー
ト
を
養
成
す
る
）
特
定
の
大
学
に
特
権
的

な
地
位
を
与
え
る
こ
と
は
、
知
識
の
本
質
は
も
と
よ
り
現
代

社
会
の
ニ
ー
ズ
と
も
相
容
れ
な
い
。(

中
略)

そ
の
よ
う
な
贅
沢

を
許
さ
れ
な
い
ほ
ど
、
知
識
あ
る
人
間
は
大
量
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
》 

（
Ｐ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
の
条
件
』、
第
14

章
、
２
０
０
５
、
原
著
１
９
６
９
）

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る「
知
」の
大
衆
化
と
流
動
化

　
こ
う
し
た
「
知
の
大
衆
化
」
現
象
は
、
工
業
化
の
過
程
を
通

じ
て
一
貫
し
て
志
向
さ
れ
て
き
た
。
近
代
的
な
学
校
教
育
、
高

等
教
育
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
普
及
を
遂
げ
て
き
た
。
先
進
諸
国

を
中
心
に
大
学
や
大
学
院
の
定
員
増
と
大
衆
化
が
進
み
、
工
業

社
会
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、
技
術
系
人
材
の
拡
充
に
力
が

入
れ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
や
先
進
国
に
共
通
の
問
題
が
、
若
者

の
理
科
離
れ
、
理
工
系
離
れ
の
傾
向
で
あ
る
。
文
系
の
職
種
に
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比
べ
て
生
涯
賃
金
が
低
い
こ
と
、
払
拭
で
き
な
い
３
Ｋ
（
き
つ

い
、
厳
し
い
、
汚
い
）
的
な
イ
メ
ー
ジ
、
細
分
化
さ
れ
す
ぎ
た

専
門
分
野
と
社
会
と
の
関
連
性
が
見
え
な
い
な
ど
、
様
々
な
要

因
が
こ
う
し
た
傾
向
を
生
ん
で
い
る
。
米
国
政
府
、
Ｅ
Ｕ
、
日

本
政
府
と
も
に
、
こ
の
問
題
は
深
刻
な
政
策
課
題
と
さ
れ
て

い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
現
場
の
プ
ロ
セ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
に
、

イ
ン
ド
や
中
国
の
人
材
を
積
極
的
に
登
用
し
て
い
る
。
日
本
で

も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
同
様
の
国
際
的
な
人
材
活
用
が
始

ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
従
来
の
よ
う
な
一
部
の
エ

リ
ー
ト
層
の
海
外
へ
の
「
頭
脳
流
出
」
と
は
ま
っ
た
く
意
味
が

異
な
る
。
イ
ン
ド
や
中
国
に
拠
点
を
置
い
た
企
業
が
人
材
を
供

給
す
る
、
も
し
く
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
受
託
す
る
と
い
う

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
台
頭
し
、
そ
の
背
後
で
イ
ン
ド
経
済
や
中

国
経
済
が
急
成
長
し
て
い
る
。
マ
ン
ハ
イ
ム
流
に
い
え
ば
、
い

わ
ば
、
国
家
を
超
え
、
先
進
国
途
上
国
の
境
界
を
超
え
て
、
地

球
レ
ベ
ル
で
の
「
知
の
大
衆
化
」
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て

も
い
い
だ
ろ
う
。
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国
境
を
超
え
た
新
た
な
人
材
流
動
化
（
と
い
う
よ
り
、
知
の

流
動
化
と
い
っ
た
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
）
現
象
を
目
の
当
た
り

に
し
た
と
き
、
昨
今
危
惧
さ
れ
て
い
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
格
差

社
会
」
と
い
わ
れ
る
新
た
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
台
頭
に
、
日
本

の
よ
う
な
社
会
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の
か
、
日
本
の

若
者
は
ど
の
よ
う
に
サ
バ
イ
バ
ル
し
て
い
け
る
の
か
、
真
剣
に

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
知
の
価
値
化
」の
時
代
へ

　
近
代
的
な
知
識
社
会
化
の
一
方
で
、「
脱
工
業
社
会
」「
情
報

化
社
会
」と
そ
の
先
に
あ
る
、
ポ
ス
ト
近
代
的
な「
知
識
社
会
」

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
１
９
６
０
年
代
頃
か
ら
す
で
に
ド
ラ
ッ
カ
ー

や
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
、
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
ら
の
未
来
学
者

に
よ
っ
て
予
言
さ
れ
て
き
た
。

　
工
業
社
会
が
「
科
学
技
術
に
よ
る
進
歩
の
時
代
」
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
知
識
社
会
は
、「
知
識
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

時
代
」
へ
と
取
っ
て
代
わ
る
。
社
会
に
お
け
る
科
学
技
術
の
意

味
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
決
定
的
に
重
要
な
両
者
の

違
い
で
あ
る
。「
進
歩
の
時
代
」が
右
肩
上
が
り
の
安
定
的
成
長

を
基
調
と
す
る
の
に
対
し
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
」は
絶

え
ざ
る
変
化
の
中
で
の
創
造
的
破
壊
と
革
新
が
基
調
と
な
る
。

《
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
た
ら
し
め
る
も
の

は
、
科
学
や
技
術
で
は
な
い
。
そ
れ
は
経
済
や
社
会
に
与
え

る
変
化
で
あ
る
。
消
費
者
、
生
産
者
、
市
民
、
学
生
そ
の
他

の
人
間
行
動
に
与
え
る
変
化
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

生
み
出
す
も
の
は
、
単
な
る
知
識
で
は
な
く
新
た
な
価
値
、

富
、
行
動
で
あ
る
》（
Ｐ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
の
条
件
』、

第
10
章
、
２
０
０
５
、
原
著
１
９
７
４
）
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知
識
社
会
の
ベ
ー
ス
と
な
る
知
的
資
源
の
中
で
も
、
最
も
重

要
か
つ
競
争
力
を
持
っ
た
資
源
は
、
他
な
ら
ぬ
科
学
技
術
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
言
う
よ
う

に
、
そ
れ
は
活
用
さ
れ
る
手
段
で
あ
り
要
素
で
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。
最
も
重
要
か
つ
競
争
力
あ
る
知
的
資
源
は
、
科
学
技
術
そ

れ
自
体
で
は
な
く
、
科
学
技
術
を
基
盤
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
ナ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
カ
ー
の
知
的

創
造
力
で
あ
る
。
こ
の
「
人
」
の
側
面
、
多
様
な
知
識
を
持
つ

多
様
な
個
人
の
相
互
作
用
か
ら
な
る
知
識
創
造
活
動
を
重
視
す

る
観
点
こ
そ
が
、「
知
」を
め
ぐ
る
近
代
的
認
識
と
ポ
ス
ト
近
代

的
認
識
の
違
い
の
本
質
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
近
代
的
な
知

識
社
会
が
、「
知
の
大
衆
化
の
時
代
」と
す
れ
ば
、
ポ
ス
ト
近
代

的
な
知
識
社
会
は
、「
知
の
価
値
化
の
時
代
」
と
い
え
る
。

　「
知
の
価
値
化
」は
、
知
の
偏
重
に
よ
っ
て
近
代
社
会
が
抱
え

る
科
学
技
術
と
自
律
社
会
の
矛
盾
、
知
の
集
中
と
分
散
を
め
ぐ

る
矛
盾
を
解
消
す
る
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
参
加

型
の
知
識
社
会
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
。

ポ
ス
ト
工
業
化
と「
知
識
創
造
社
会
」

　
経
営
学
者
の
野
中
郁
次
郎
は
、
こ
の
点
に
い
ち
早
く
着
目

し
、
個
人
の
自
発
性
と
相
互
作
用
か
ら
構
成
さ
れ
る
知
の
価
値

化
を
志
向
す
る
知
識
創
造
活
動
の
理
論
を
構
築
し
た
。
知
識
創

造
理
論
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ミ
ラ
ク
ル
を
支
え
た
日
本
企
業
の
経
営

の
奥
義
と「
暗
黙
知
」を
結
び
つ
け
る
着
眼
点
も
手
伝
っ
て
、
世

界
中
に
知
識
経
営
論
の
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
す
契
機
と
な
っ
た
。

　
知
識
創
造
理
論
と
は
、
組
織
の
自
己
革
新
の
源
泉
を
個
人
や

グ
ル
ー
プ
の
自
発
的
行
動
と
相
互
作
用
の
中
に
見
出
そ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
重
複
や
無
駄
を
許
容
す
る
冗
長
性
の
あ
る
組

織
の
中
で
、
認
識
上
の
共
通
基
盤
を
創
り
、
暗
黙
知
を
含
め
た

知
識
の
共
有
や
移
転
が
行
え
る
企
業
こ
そ
が
、
持
続
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
強
い
企
業
で
あ

る
と
い
う
の
が
、
そ
の
主
張
で
あ
る
。

　
個
々
の
成
員
の
活
動
は
、一
方
で
組
織
の
状
況
や
文
脈
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
現
場
の
経
験
で
培
わ
れ

た
「
暗
黙
知
」
に
も
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
組
織
の
文

脈
を
離
れ
た
個
人
の
創
造
性
や
感
受
性
と
も
大
い
に
関
係
す

る
。
こ
の
よ
う
な
「
創
造
性
」
へ
の
視
点
は
、
従
来
の
欧
米
の

経
営
観
や
組
織
観
か
ら
決
定
的
に
欠
落
し
て
い
た
点
で
あ
り
、

こ
の
点
に
大
胆
に
切
り
込
ん
だ
知
識
創
造
理
論
が
、
欧
米
の
知

識
経
営
論
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
、
組
織
論
な
ど
の
諸
理
論
に
、

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
野
中
の「
知
識
創
造
」と
い
う
考
え
方
は
、
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知
識
は
「
蓄
積
さ
れ
る
」
も
の
で
は
な
く
、「
創
造
さ
れ
る
」
も

の
だ
と
い
う
、
ポ
ス
ト
工
業
化
の
時
代
に
お
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
知
識
観
を
明
確
に
提
示
し
た
。

知
識
社
会
と
は「
知
識
中
心
社
会
」で
は
な
い

　
知
識
社
会
と
い
う
言
葉
は
、
間
違
っ
た
解
釈
を
招
き
や
す

い
。「
知
識
社
会
」が
、
知
識
の
巨
大
な
ス
ト
ッ
ク
を
中
心
と
し

て
、
そ
の
周
り
に
既
存
の
知
識
を
う
ま
く
活
用
す
る
ナ
レ
ッ
ジ

ワ
ー
カ
ー
が
跋
扈
す
る
よ
う
な
社
会
像
を
想
起
さ
せ
る
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
知
識
社
会
の
表
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
図
書
館
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
特
許
一

覧
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
確
立
さ
れ
た
知
識
ベ
ー
ス
」

は
、
そ
れ
自
体
で
は
な
ん
ら
価
値
を
生
ま
な
い
。
知
識
社
会
と

は
、
ま
さ
に
野
中
が
示
し
た
よ
う
に
、
個
の
自
発
性
と
相
互
作

用
に
よ
っ
て
知
識
創
造
が
行
わ
れ
て
い
く
よ
う
な
、「
人
間
中

心
主
義
」
の
社
会
と
な
っ
て
い
く
。

　
例
え
ば
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
次
の
よ
う
な
表
現
が
、
知
識
社
会

の
本
質
を
よ
り
的
確
に
表
し
て
い
る
。

　《
知
識
が
社
会
の
中
心
に
座
り
、
社
会
の
基
盤
に
な
っ
た

こ
と
が
、
知
識
の
性
格
、
意
味
、
構
造
を
変
え
た
。
今
日
の

さ
ま
ざ
ま
な
断
絶
の
中
で
も
、
こ
の
断
絶
こ
そ
最
も
急
激
で

あ
っ
て
、
最
も
重
要
で
あ
る
》（
Ｐ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
『
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ス
ト
の
条
件
』、
第
14
章
、
２
０
０
５
、
原
著
１
９
６
９
）

　《
コ
ッ
プ
に
半
分
入
っ
て
い
る
の
と
、
半
分
空
で
あ
る
の

と
で
は
、
量
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
意
味
は
違
う
。
世

の
中
の
認
識
が
前
者
か
ら
後
者
に
変
わ
る
と
き
、
大
き
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
生
ま
れ
る
。（
中
略
）認
識
の
変
化

は
事
実
を
変
え
な
い
。
事
実
の
意
味
を
変
え
る
。
し
か
も
急

速
に
変
え
る
》（
同
書
、
第
12
章
、
原
著
１
９
８
５
）

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
き
た
膨
大
な
知
識

ベ
ー
ス
は
、
知
識
社
会
の
重
要
な
資
源
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
知
識
社
会
の
本
質
的
な
資
本
と
は
、
こ

れ
を
ど
う
生
か
し
、
こ
こ
か
ら
ど
ん
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
得
て
、
い
か
な
る
新
し
い
知
識
を
創
造
す
る
か
と
い
う
、
よ
り

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
人
的
・
組
織
的
な
知
的
能
力
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
言
語
化
さ
れ
た
知
識
の
や
り
取
り
に
留
ま
ら
ず
、
他
者
や
環

境
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
感
性
を
働
か
せ
、
既
存
の

知
識
や
概
念
の
限
界
を
打
ち
破
り
、
革
新
的
な
発
想
を
創
出
す

る
た
め
の
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な「
認
識
・
認
知
の
力
」

「
知
覚
の
力
」
の
発
揮
こ
そ
が
本
質
と
な
る
。




